
京都は東山の頂にある将軍
塚青龍殿の大舞台に吉岡徳仁
氏のデザインしたガラスの茶
室『光庵』がある。タイムア
ウト東京マガジンの『日本で
しかできない 50 のこと』特
集で表紙となった場所だ。日
本の木造建築の粋を集めた青
龍殿を背に、全面ガラス張り
の光庵が佇むさまは、はるか
未来の彼方から時空を超えて
小さな宇宙船が飛来したかのような印象を受ける。茶室
には、茶の道具を前に座す徳岡氏本人と艶やかなブルー
のイッセイ・ミヤケのビンテージに身を包んだ女性が配
され、茶のもてなしの様子を写し出しているが、他方、
これが、特定の時代や場所を感じさせないサイエンス・
フィクションの一場面のような印象を強めてもいる。

外国人の目に映る日本の魅力は、さまざまだ。歴史ある
伝統文化に魅力を感じる者もいれば、カワイイやオタクカ
ルチャー、あるいは最先端のテクノロジーなど新しい文化
に魅了される者もいる。世界に誇る大都市、東京こそがお
気に入りという者がいれば、地方に残る豊かな自然こそが
日本の魅力だと言う者もいる。このように、一見拠り所の
ない、一言で表現できない日本の魅力ではあるが、少し視
点を変えれば、この小さな島国の中に、これだけの多種多
様な文化が世代や場所を超えて息づいていることこそが、
海外からみた時の日本のユニークな魅力なのであろう。

タイムアウトテルアビブの発行人が東京を初めて訪れ
た時、彼は、「妖精の街」と言った。「西洋とも東洋とも
違う独自の発展を遂げたほかにはないところ」だと。明

治の初めに来日したバジル・ホール・チェンバレンをは
じめとする外国人たちもこれに似た印象を書き残してい
るが、近代化の緒についたばかりの時代と現在では、単
に異国情緒という言葉では片付けられない何かが、日本
の新たな魅力として加味されているに違いない。

日々の生活を営む場所の魅力を伝えるのは、意外と難し
い。あまり自己 PR が得意でなく、場合によっては、自ら強
くアピールすることはみっともないことだと考える日本人に
はなかなか荷が重い。しかし、日本は、文化や伝統の継承
に際しても、外から新しい文化や技術を取り入れるのに際
しても、適時適切な取捨選択を行い、日本らしさを失うこ
となく、最適化を図ってきた。少なくとも外国人の目には、
そのような進化を遂げた国として見えているのではないか。

日本人の持つ天性の「編集力」と言ってよいかはわか
らないが、この能力が日本の個性豊かな魅力を作り上げ
てきたとしたら、私た
ちは今一度、それを認
識し、活用するべきで
あろう。ガラスの茶室

『光庵』のある風景は、
その道標のように思え
てならない。
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